
献 辞

松谷勉先生は， 2003年3月13日にめでた＜古稀を迎えられます。

先生は，関西大学商学部，関西大学大学院経済学研究科で学ばれ， 1955

年本学部の副手として着任されました。以降，助手，専任講師，助教授を

経て， 1977年教授に昇任され，今日に至っております。この間，研究・教

育に心血を注がれたばかりでなく，大学行政に関しても，商学部長，商学

部長代理，学生部長代理，商学部学生主任，商学部学生相談主事，関西大

学国際交流主事などさまざまな役職に就任され，本学部のみならず本学の

発展に大きく貢献してこられました。

本学部では長年「証券市場論」を担当され，数多くの優秀な学生を世

に送り出してこられました。また研究面では，大著『株価乱高下の実証

研究』をはじめとする多くの研究は，つねに学界をリードし後進にフレッ

シュな刺激を与えてきました。さらに証券経済学会の幹事も務められて同

学会の発展に尽くされるとともに， 1999年以降は大阪商品取引所市場取引

監視委員会委員として， 2001年以降は同委員会の委員長として，大阪の実

業界の健全な展開のための一翼を担われております。

その温厚で優しいまなざしをもって先生はたえず教え子に接しられた

ばかりか，後進の私たちに対してもつねに温かい支援の手をさしのべて下

さいました。とりわけ長老と呼ばれるような立場になられても，本学部教

員としての役職を数多く引き受けていただいたのは，心苦しい限りである

とともに，先生の存在がいかにかけがいのないものであったかを如実に示

すものといえましょう。このような先生が2003年3月末をもちまして関西

大学を定年退職されるのは，実に寂霙たる憂愁を募らせるばかりでありま

す。願わくば，今後ともますますご健勝にて，本学部ならびに商学会の行

く末のためにご助言，ご鞭撻を賜らんことを。私たちは，ここに先生のご

足跡を回顧し，深甚の感謝の意を込めて『関西大学商学論集』の特集号を

捧げます。

2002年12月10日

商学部長羽鳥敬彦




